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はじめに
■本書の概要と目的

エンタープライズ領域における PostgreSQL の普及を目的として 2012 年 4 月に設立された PostgreSQL エンタープ

ライズコンソーシアム（以降 PGECons）では、技術部会における PostgreSQL の普及に対する課題の検討を通じて活動

テーマを挙げ、その中から具体的な活動を行うため３つのワーキンググループを設立しました。

• WG1（性能ワーキンググループ）

• WG2（移行ワーキンググループ）

• WG3（設計運用ワーキンググループ）

本書は WG2 の活動の成果物です。2012 年度から 2013 年度にかけて、WG2 では異種 DBMS から PostgreSQL

への移行をテーマとして調査を行い、11 部からなる資料を成果物として公開するに至りました。

■文書の構成
WG2 では移行時に発生する作業別に調査活動を実施し、次の成果物を作成しました。

項番 文書名 概要

1 DB 移行フレームワーク編 異種 DBMS からの移行とは具体的に何を行うのかを紹介します。

DBMS の移行作業において一般的に発生すると考えられる作業工程を定義し、各工

程における検討結果をベースとして移行可否判断の手がかりとなる情報を提供しま

す。

2 システム構成調査編 DBMS の代表的なシステム構成とその特徴を挙げ、PostgreSQL 移行時に採用可

能な構成を紹介します。

3 異種 DB 間連携調査編 異種 DBMS で稼動する既存システムとの連携を想定し、異種 DBMS と 

PostgreSQL の連携について、実現方法や移行前後における機能差などを紹介しま

す。

4 スキーマ移行調査編 PostgreSQL へスキーマを移行する際に注意すべき点を調査し、異種 DBMS と

PostgreSQL 間における DDL 仕様の相違点や書き換えが必要な DDL の変換方法

を紹介します。

5 データ移行調査および実践編 異種 DBMS から PostgreSQL へデータの移行するために必要となるデータ抽出

（Extract）、変換（Transform）、および PostgreSQL への書き出し（Load）を中心に

紹介します。また、本文書には実際に DB 移行作業を実施したレポートが含まれます。

2013 年度の成果物として文字コード変換をともなうマルチバイトコードのデータ移

行を追加しました。

6 ストアドプロシージャ移行調査編 異種 DBMS と PostgreSQL のストアドプロシージャの仕様の差異から、

PostgreSQL へストアドプロシージャを移行する際に注意すべき点について紹介しま

す。

2013 年度の成果物として、Microsoft SQL Server、DB2 からのストアドプロシー

ジャ移行に関する調査結果を追加しました。

7 アプリケーション移行調査編 DB 移行の際、DBMS接続用ドライバやエラーハンドリング、トランザクション制御方

法の違いなどアプリケーション側で意識すべき内容について紹介します。

8 アプリケーション移行実践編 Oracle を利用するオープンソースのソフトウェアをテーマとして PostgreSQL への

DB マイグレーション作業を実際に行い、作業のポイントや移行作業の負荷などを紹

介します。

9 SQL 移行調査編 異種 DBMS と PostgreSQL が対応している SQL の差異および、異種 DBMS から 

PostgreSQL への SQL 文の書き換え方針について、DML を中心に紹介します。

10 組み込み関数移行調査編 PostgreSQL の関数の互換性を調査し、DBMS毎の組み込み関数実装の有無や書

き換えが必要な組み込み関数の変換方法を紹介します。

11 チューニング編 異種 RDBMS からの移行の際、移行元システムで定義されていた性能要件や性能

関連の状態、チューニングをポイントを確認して PostgreSQL 構築に反映したり、

PostgreSQL 移行時に注意が必要なポイントを紹介します。
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12 バージョンアップ編 PostgreSQL は毎年メジャーバージョンアップを行っており、新たに追加された機能

を利用するには適切な手順でバージョンアップを行う必要があります。バージョンアッ

プ編では、現在利用中の PostgreSQL をバージョンアップする際に使用するツールや

操作方法をご紹介します。
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